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山頂から法面を掘削するためブレーカーで軟岩を崩し重機足場を盛りながら上って行った。 シートベルトを着用していたこともありオペに負傷等はなかった。

ところが山頂付近の土質が土砂だったことから掘削用のバケツに交換するために今度は３０度の勾配の

斜面を下り始めたが斜面の途中には湧水箇所があり

滑り易くなっていたため機体が横滑りし転倒に至った。

一部、斜面が湧水で滑り易くなっていたこと 湧水が確認された時点で作業方法を再度、検討する。

勾配が３０度もあるにも拘らず慣れた作業だったため ＫＹ活動で危険ポイントを確認する

危険意識が薄れていたこと

作業計画書で重機が降りる時の方法が定められていなかったこと 元請けによる作業計画の適否を確認すると共に元請けが

更に湧水についても明記されていなかったこと 　　調査した情報等を確実に下請けに周知する

　調査記入時の注意点－－①　所属欄は５項目の該当する項目に○マークの記入　　　②３要因(人的･物的・管理的）に関係・該当する要因に○－重要要因と思われる事項に◎を記入してください。（添付要因資料参照）

同種工事の再発防止対策災　　害　　発　　生　　要　　因 コ　メ　ン　ト（追記・確認すべき事項）
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重機が斜面を下りる際、横滑りし横転する
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発生月日　時 工事内容 道路工事（掘削工、法面整形工 、積込運搬工 、法面工 、排水構造物工 1一式）

被災者 職種

１０月２７日（月）

－ 15経験年 所属
初期の対策状況含む事項(写真含）

一次下請け

　人的被害なし被災程度
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2 ○

1 ◎

3 ○

転倒ー ５	


